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私の希望は、新卒で入職した大学病院で助産師とし
てスキルを磨き、定年まで勤務する事でした。現実の
私の看護人生は、自分の興味、生活スタイルに合わせ
て働いてきました。母の介護を理由に大学病院を退
職し開業医へ。2人目の子供が生まれるまでは単発仕
事。兄が相次いで病気で他界したことをきっかけに在
宅看護に興味を持ち、育児と両立できるように配慮し
てくれた訪問看護ステーションで10年勤務しました。
しかし、事業所の譲渡により、勤務場所が自宅から遠
くなる為に退職し、介護や育児のしやすい近所のデイ

サービスに就職しました。そこでは、医療現場とは違
う介護士の言葉がけやケアの技術を学ぶことができま
した。母を看取り、介護の現場における武器を手に入
れたいと強く感じ、介護支援専門員(以下ケアマネ)
の資格を取得し、現在は、ケアマネとして勤務してい
ます。ケアマネのストレスは予想以上ですが、不細工
なのに可愛い愛犬が日々の癒しです。また、花に触れ、
マスター資格を取ることを目標として楽しく学んでい
ます。今後も看護に細々と関わりながら過ごしていけ
たら、私の人生花丸かな。

「生きる」を支える～看護職のウエルビーイング編～  
私の看護史



御所苑訪問看護ステーション K ・T

ニチイケアセンター篠ノ井中央訪問看護ステーション A・N

私は仕事のある日は読書やジムに通っています。
読書は月に４冊を読むことを目標にして毎朝15分
読んでいます。朝から本を読むことで時間に余裕が
でき仕事を行く前に頭を整理することができるから
です。ジムには週２回通っており、仕事終わりに行
くことでトレーニング中は仕事のことを一旦忘れる
ことができます。仕事のある日に仕事以外のことに
集中する時間を作ることによりＯＮとＯＦＦのメリ
ハリをつけています。休日では家から出て行ったこ
とない温泉やサウナに行きリフレッシュをしていま
す。家で寝て過ごしているより自宅から出て色々な
体験をすることで心も体もリフレッシュされ前向き
な気持ちになります。仕事に対して目標を持つこと
は大切ですが、仕事以外にも読書やジムに対しても
目標を作り達成感を感じることや何か１つ失敗して
も引きずることがないように切り替えられるような
仕組みづくりをしています。仕事以外にも軸となる

ものを作り、自分の成
長する機会を増やし毎
日小さく積み重ねてい
くことを楽しんでいま
す。楽しみを増やすこ
とで気持ちを切り替え
て毎日仕事に取り組む
ようにしています。

オフの過ごし方

日々を楽しむ

長い専業主婦生活から震える思いで再就職して
10年経ちました。訪問看護ステーション併設の看
護小規模多機能事業所でご利用者様の在宅生活をお
手伝いしています。昨年私は思いがけず大きな手術
を受け入院を経験しました。麻酔後の朦朧とした意
識で聞いた出血量に驚いた事、術後の痛み、ドレー
ンを連れて歩く病棟生活、自分の体におきているの
が信じられない時間でした。ICUでの気だるくエア
マットに横たわる時間の中で、何度かナースさんに
背抜きをしていただきました。その気持ちよさ！女
神の手だと思いました。主治医の技術もゴッドハン
ドだと思いましたがナースさんの手もまさしくゴッ
ドハンドです。「基本在宅、時々入院」と地域包括
ケアでは言われますが、入院を支える病院スタッフ
さんのありがたさを強く感じる出来事でした。
病気の経験は自分のACPを深く考えるきっかけ

にもなりました。私が強く願ったのは自宅で迎える
当たり前の日常を過ごす事でした。朝起きて畑仕事
をする、庭に来る野鳥を見る、運動と仕事、昨年授
かった初孫活、そんな時間を私はとても愛していま
す。当たり前は当たり前じゃないと感謝しつつ、そ
んな毎日を張り合いに楽しんでいます。

「生きる」を支える～看護職のウエルビーイング編～  



グループワークでは参加者の皆様に意見交換をしていただきました。とても素敵な出会いと経験に対して「う
らやましい」との声もありました。しかし、「実際に自施設で新卒看護師を採用するにあたっては、課題がある
のも事実」「育成計画やプログラムが整っていれば訪問看護でも受け入れることができるということと、受け入
れる側の考え方を変えなければいけないと感じた」との感想もありました。課題が山積ではありますが、看護師
職能Ⅱ委員として、今後の人材育成に一石を投じる研修になったと感じています。また、新しい取り組みについ
て知り、意見交換できたことで参加者の方々の意識も変わっ
ていくのだと思います。今回の研修会には看護師職能Ⅰ領
域の看護師の参加もあり、研修終了後にいただいたご意見
では、「地域の様子がとてもよく分かった」「職能Ⅰ領域の
看護師も、もっと参加したらよかったのではないか」とコ
メントをいただきました。このような相互理解ができたこ
とも今回の集会の成果でした。ありがとうございました。

アンケート結果からは、職能Ⅱ領域の看護師の年齢構成は50歳代がもっとも多く、職能Ⅰ（病院）の領域よ
りも年齢的に高いと言えます。求人応募の条件として「臨床経験〇年以上」という事業所もありますが、今回の
アンケート結果でも「新卒採用に反対・経験ある看護職の採用が良い」という回答が多くありました。
ベテランが多くて安心・安全な反面、人材確保や育成が課題となっている職場も多いのではないでしょうか。
発表いただいた施設のように、時に自由な発想で、人材育成について取り組んでいくことも必要になってくるの
ではないかと感じます。お二人のお話はとても参考になり、そして希望の持てる発表内容でした。
また改めて、この職能Ⅱ領域の暮らしの場での看護職は、利用者一人一人を大切にじっくり看護できる、やり
がいのある職場であると同時に、ひとりひとりの人材も、大切に育てられる可能性を秘めた場であると感じました。

2025年度 看護師職能Ⅱ集会『暮らしの場で働く看護の魅力』を企画して

南松本訪問看護ステーション　丸山　美由生

2023年度に看護師職能Ⅱ委員会で実施したアンケートでは、多くの方々に回答のご協力をいただきました。
アンケート結果から、「暮らしの場で働く看護職の現状と課題」について、長野県看護研究学会にて発表し
ました。看護師職能Ⅱ領域の看護師が、様々な課題を抱えながらも、やりがいを持って看護をしていること
がわかりました。

柗沢さん(御所苑訪問看護ステー
ション 管理者)の発表では、新卒
看護師との出会い、採用から現在ま
での様子をお話いただきました。
柗沢さんは、訪問看護総合支援セ

ンターの新卒訪問看護師育成に関す
る検討会に参加し、すでに新人教育

を実践している訪問看護ステーションの新人教育プログラムを参
考に、新人育成に取り組んでいるとのことでした。

杉山さん(グループ
ホーム陽気　施設
長)の発表は、福祉
の職場に看護学生を
アルバイトとして採
用した体験談やその
課題について、学生

側と職場のスタッフ目線からの考察をお話いただき
ました。学生にとっては学びとなり、興味を持って
いる時にタイムリーに生活の場の体験ができ、職員
にとっては育成や教育には一部負担はあるが、人員
の補充となり休暇がとれ、処遇改善につながったこ
と、また、若者が現場にいることで職員も利用者も
元気がもらえ、「三方良し」の結果となったとのこ
とでした。

吉澤委員長より、今回の集会で
は「暮らしの場で働く看護の魅力」
として、現場での新しい取り組みと
ともに、改めてアンケート結果に
ついて発表していたただきました。



訪問看護総合支援センターでは
新卒看護師育成をサポートさせていただきます。
一緒に新卒訪問看護師育成に取り組みましょう！

（公社）長野県看護協会 訪問看護総合支援センター

　：c-houmon@nursen.or.jp

　：0263－35－0421（代表）　090－1990－8469（直通）

　新卒看護師を育成するようになった経緯を教えてください
新卒看護師の育成については、今後の人材育成のためにも数年前より必要性を感じていました。

今年度より、看護部の方針にて新卒看護師の育成をすることとなりました。初めての試みでもあ
り、訪問看護総合支援センターのサポートや他の訪問看護ステーションの経験を教えていただき
ながら教育プログラムの作成など準備をすすめました。

　新卒看護師が就職して4か月たちました。率直に、今どんな思いですか？
新卒看護師が入職したことで確実にスタッフの刺激となり、活き活きと皆で育成しようとする

雰囲気があります。
さらにチームワークが強くなったと感じています。新卒看護師が毎日良い表情で休むことなく

出勤している姿に先輩看護師も元気をもらっています。また、スタッフが基本に戻り根拠を学び
直したり、他のスタッフの指導を聞き、自分の看護を振り返る良い機会となっています。育成方
法に迷いを感じることがありますが、新卒者の状況も確認し、スタッフ間で共有し役割分担をし
ながら同じ方向を向いていけるよう心掛けています。今後も新卒者が訪問看護のやりがいを感じ、
長く活躍できる環境づくりを目指して体制整備に取り組みたいと思います。

新卒看護師を育成するようになった経緯を教えてください管理者

にお聞きしました──

　　訪問看護ステーションへの配属を聞いたとき、どう思いましたか？

　訪問看護ステーションに配属になり4か月がたちました。率直に、今どんな思いですか？
それぞれ利用者さんの自宅で援助を行うことは、使用物品や機材、自宅の環境が異なるため、

覚えることや注意点が違います。また家族が購入したものを使用させていただくため、無駄にで
きないというプレッシャーみたいなものを感じ、大変だなと思いました。配属前は不安を強く感
じていましたが、今では気持ちを切り替えて在宅ならではの看護を学べること、利用者さんの生
活を見ることができることなど、病院内では経験できないことを学んだり、利用者さんを知る上
で在宅サービスや地域との連携、院外の多職種との連携などの業務もあり、やりがいがあると感
じています。
配属された時は、利用者さんを覚えることや技術の習得に力を入れていましたが、少しずつ慣

れてきたと思います。看護に対して利用者さんから報酬を頂いているため責任も大きいです。ア
セスメントや薬剤の知識など看護に必要な知識を身につけ、看護師としての力をつけることが課
題であると思っています。

　　訪問看護ステーションへの配属を聞いたとき、どう思いましたか？新卒看護師

にお聞きしました──

現在は
「ベテラン看護師に何でも指導が受けら
れる」というポジテイブな気持ちに切り
替わっているそうです！

まさか私がと思い、とても驚きました。
それと同時に、ベテラン看護師しかいない
訪問看護で働いていけるのかという不安も
強く感じていました。

今回は、2025年4月から新卒看護師を育成している
「訪問看護ステーションよだくぼ」にお話を伺いました。

訪問看護ステーションでも

新卒看護師の育成が

はじまっています！


